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85．0
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て二通蒐のりの助
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表5　一般世帯と被保護世帯の

　　　　費目別消費支出格差（52年度全国・工人当り〉
li＝隈支出 食料費 住居費 光凱費 被服費 雑　費

一
円 1［』 FI

円 円 円

実
般
勤 平　　　　均㈲ 52，809 15，395 4，985 2，027 5，108 25，294

労
者 第1－5分位⑧ 38，082 13，847 4，088 1，851 3，343 14，953

額

世
帯

第1－10分位〔Cl 36，336 13，577 3，691 1，837 3，136 14，095

被保護勤労者世帯⑰ 32，157 13，898 3，563 1，591 3，867 9，237

％ ％ ％ ％ ％ ％

格 （D）／（A〉 60．9 90．3 71．5 78．5 75．7 36．5

（D）／（B） 84．4 100．4 87．2 86．0 115．7 61．8
差

（D〉／（C） 88．5 102．4 965
86．6 123．3 65．5

水被　　意上果に人基のとい
準保現㈲味のと較当礎一見て
に護在　す基しぺりと人込も
近世の被る準てて個し当ま実
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けの活護
る消扶世
と費助帯
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う準準生
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ら国述
改民の
普のと
を消お
図費り

。改当大人てりれ績
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乾帯と％（対数五陽消て支　幅とあ出で支勤このつび要にのよつ
　のなの実しえ分に費み出まになつのあ出労れ動てにが位生つて
　生っ世収てて位対支た額夜縮緊た格免の者に向一厚あ置活てお
　活て帯入は全階し出もの　小　も差　格世よを般生るし水保り
　水お）が八体層てはの格一し五のは一差帯つ把世省σて準障’
　準りに低四の（六一が差般て十が照般のとて握帯σ）こいがさし
　に’対い・二実○般表を世き二’和世推被一しと被のる一れた
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して・ら・す方る平被者世
ても五数＋るのカ1均保世帯
き舗嬢牒第離惣
て得水一階）か1費帯よ目
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基　に入き級肉喜　　さ活税たこ聾労ほのとと彩度の蕃標あ保控人6課準
準老準工上地咲　そ＠れ扶のとの取控迦水瑠な　で比準準喰険除ので脚そ
灘犠睦期鷲君雛舘鵬1疑1駿辛響蝕一塩鷺魏
灘難購資蹴職騰鞍萱奮麓繊鑛蘇㌶
助子れ生産）扶内院改つ較のはをしれやい蕉まにが　狽醐二つ最比準
惣無獅鷺警解魏籔瓢欝註程鮮鞠篇謄襟齢
定及さ助算ノ～ノ｝一日　て象上等し進る扶再＋民o年一税で基額所劃キおの

器錘鮎一曙購麓て羅畦孝膨鷺雛齢雛夫撲

　きて四準都等　　に円て会によに校一な児の　　に中校○加そ○児伴る

表7　最低生活保障水準の具体的事例

灘・人蹄（31蝦縫1雌妾） 母子3人舗（31鍛9歳男雌））

53年度（当初） 54年　度 53年度（当初） 54年　度

1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地

生活扶助

加算（別掲）

　　円
105，577

　　円
96，074

　　円
86，577

　　円
114，340

　　円
104，053

　　円
93，753

　　円
78，430

〔母子加菊

ヱ512θ

　　円
71”371

（母子加算）

15120

　　円
64，316

（母子加算）

1512G

　　円
85，061

〔母子加蜀

16420

　　円
77，408

〔母袖目動

16420

　　円
69，754

〔母子加第

164ZO

教育扶助 1，280 工，280 1，280 1，330 1β30 1，33Q 1，280 1，280 1，280 1β30 1，330 1，330

住宅扶助 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000

勤労控除 16，930
16793D

15，910 18，330 18，330 17，230
一 一 一 一 皿 『

合　　　計 132，787 123，284 108，767 143，000 132，713 ！17，313 103，830 96，771 85，716 111，811 104，158 92，504

老人2人世帯　　　（72歳男・67歳女） 老人単身世帯 70歳男）

53年度（当初） 54年　度 53年度（当初〉 54年　度

1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地

生活扶助

加算（別掲）

　　円
61，774

姥鋤∬算1

10，800

　　円
56，208

〔老齢加動

10，800

　　円
50，665

〔老鋤ロ鄭

10，800

　　円
67，103

億齢加算1

1工，700

　　円
61，072

〔老齢加算）

11，700

　　円
55，025

（老齢加算）

11700

　　円
39，568

姥齢加鋤
10800

　　円
35，994

緒齢加算〕

10800

　　円
32，444

（老齢加菊

10，800

　　円
43，044

（老齢加蜀

11700

　　円
39，166

匿働口駒
U700

　　円
35，296

〔老齢加算〕

！1700

教育扶助 一 一 一 一 皿 ㎝ 一 一 一 一 一 『

住宅扶助 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000

勤労控除 『 一 一 一 ㎝ 一 一 一 一 一 一 一

合　　　計 81，574 76，008 66，465 87，803 81，772 71，725 59，368 55，794 48，244 63，744 59，866 5｝，996
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かけに護
かるよ券
るこつの
費とて交
用と入付
のな院を
支る、愚受
払が者け
い’特た
を介別被

場て’保合に知た’実介物護
合交入護を都事と病施護給費
は付院者除道のき状機券付の
改す患にく府承は等関にで手
める者交）県認’かはよあ続
てこ特付入知に都ら被つるき
追と別す院事代道判保て｝に
加と介る患がえ府断護行」つ
申し護こ者限て県し者わとい
請’券と特度保知てかれかて

る保の設護　　　　　と囲る費護ごれ態こ
護一けをなな内9をのとば並と
の時ら受おるでこ認実に知びと
要扶れけ’
否助たて入
判ともい院
定しのる患
にてで者者
は給あの特
用付り介別
いさ’護介
なれま霧護
いるた要費
もこ’に1夷
のと生対
　か活応現
でら扶しに
あ’助て保

O実の定施都纂にな
際場し機道の事る
に合て関府承務0
必でもか県認手都
要も差ぎ知に続道
なそしり喜代き府
額れつでがえ等県
がぞか入限ての知
給れえ院度保面事
付のな患額護かは
さ限い者をのら’
れ度も特定実必地
る額の別め施要域
こので介て機がの
と範あ護保関あ実
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行者力1生びて　く拡送がン者帰㈲　　当院でてさ準被・　て手のあ添求請
っの　活医　精解大費参タ祉を　 移　然等きこせ看保例最差続内蒐え書求

相を施さの健の　局象合デ談てに対　 せに療しを院め院な点複様実者は
談図面れ連所社
指るにて携’会
導観おいの精復
事点いる下神帰
業かてとに衛女寸
及らもこ’生策
ぴ”ろ地セの
稀麟で融喪
衛所障あ神1と
生が害る衛及し

第とにイ指　あ象
6しつ・導保る範
の移いケ事健精囲
2送てア業所神の
の費そ蕪又が堕拡
雰釜塁蓬構写薯大
ア給通被神精の
の範費保衛神社
㈹囲を護生障会
）を移者セ害復

る’機’受にら患いかす式施特’
よ基関地け当れ者もらるは機別入
う準に理てたる特の創面介関介院
留看入的いつ措別と意も護に護患
意護院なるて置介し工多と請費者
す病さ制病婆で護亮夫い看求請特
ぺ院せ約院　あ費　しの護す求別
き以る等等極るは　てでそる明介
こ外こにへ力の’　作’れも細護
とのとよ入’で個　成事ぞの書費
は病がつ院茎、別　 し務れでを請

めす必て必のの場のが
にる要取要改給合観行
効こがりに正付楼点う
果とあ扱応にが　かデ
的力1免わじよ行一吃イ
で　　れてるわ方行・

精　る医移れでわケ　はもでる大つり術府り帰て衛配
神第こ療送る医れアななのあ麹て’セ県’蜘噛置保
障二と扶費こ療る事凝らへ久合　いそンにま談る活し健
寄咲と助のと扶場業　なの　のこ蒐のタお農指璽弛て所
爵　なの対と助合に精い参単交れ　一1け　導　に　は
の当る通象なのが楼神も㌍な通ら今環とる精事そ関自精
社該点院にる入あ　衛のにる費の回とし精神業のすか神
会事に移はの院る医生でつ民を事のして神衛を業るら衛
復業留送なで外力1学セあい間支業移ての衛生行務業の生
帰を意費ら　の　的羅て活給に送デ役生セつの務業襲
の活すと丈今医こ治タ　蔓動し被費イ割にンて一を務談
た用るし　回療の療i　　とよ保の・を関タいつ行と員

支しう護支ケ果す1るとうし等
給工と者給アたる楼もしこて専
舗幕醸・観の濫麟
象れも加のをて的都で会な精員
とるのす拡行お技道あ復つ神を

る業が
　に保こ
　参健の
　加所移
　す又送
　るは費
　場精は
　合神’
　に衛ま
　認生ず
　めセ第
　らンー
　れタに
　る1　もが被
　の行保
　でう護
　あ事者

る移者セ
。送がン
費参タ
と加1
しすが
てる行
支場う
給合デ
しにイ
よつ。
ういケ
とてア
すそ事
るの業
も交に
の通被
で費保
あを護

ど給　　れかて事な参費へ出
う対そならは業お加で参席第
か象のい
はと他
　し’
個た付
々が添
の’人
ケ付の
1添交ス人通
のを費
状必に
拠要つ
　とい

　　を’者あ加す四
。参国実保がるするに
加庫施健負0る移’
者補す所担した送費
の助る’すため費用
費のた精るがにのの
用対め神費つ必場対
負象に衛用て要合象
担と要生は’なと範
はなすセ認会最同囲
制つるンめ費少様は
度て経タら等限’
上い費1れの度当断
考るにがな名の該酒
えこつ当い目交堅会
らとい該。で通業に

蒐状等周賎のでへもを奄に　要祉健す当支あ
　況の囲　でき参の促　活第否事所るた給る
　等関の本ある加で進今用三を務等こつ対と
　に係家人免とすあ桜回す楼検所関とて象認
　つ機族の　判るる　のる　討嘱係もはとめ
　い関等当し断ここ自措L対す託者必’なら
　てとの該たさとと立置場象る医の要医るれ
　十も理事がれにかを蔓合者必の意で学もる
　分十解業つるよ庚図　皇二が要判見あ的の場
　把分はへ護場つ　る被認当が断をる専で合
　握連もの　合て継こ保め該あも聞の門あに
　す携と参こにそ続と護ら箏免ふくマ的蒐隈
　るをよ加の認の的を者れ業　まと　見　っ
　必と陵の恵め効に目のるを　えと主地こて
蒙甚藏絃慧携擁藷礎灘難
　あ加所びても待業た帰あ的　の福保討にの

る真く　要
　に　’第　が　認

　必プーあ定
　要ロはるに

でパヤ　ρあ
あン当　 た

るガ該　つ
とス世　 て

　　　　は
め液に　次
ら化ガ　の
れ石ス　点
る油設　に
場ガ備　留
ムスが　意
「1設全　す
で備く　る
あがな　 必

奄費るるガ保ガ向　をの寧課備　くる費嵐現新〔3）　書精
　用こ嚢三護萎上し認設長に従解こ等にに設　液に神

つ今る置生及てらとたのづ置パ
い回場す活が’最こも取き費ン
て実合るを著炊近ろの扱一にガ
明施はこ営し事にでとい定つス
確要’とむい用おあしにのい等
に領そがうこのけるて準要て液
しにの真えと燃る
たお設にで等料圏
もい置必液かと民
のてを要化らし生
でそ認で石’て活
あのめあ油被のの

D取じ件は化
りての’石
扱特も別油
う別と途ガ
こ基に保ス
と準配護設

。費とが家費ガガ でタ
（の認近屋用スス　・1
局額め隣にに等設　判等
第のらとガつ液備断の
6範れのスい化のす関

廻懸藷襲鋸
膿弊全黙　㌶
ウで補るく者備　　 るを
）き修こながの　　 U参
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購最（41　　のつよ月　極の聚で護程え石曙範表　なゴ料の楼　でえ規ガ
入近　被でいる二な力援必者度ば油囲第盗
籔藤鶴禦鐘肇螺籔驚讐欝醤
一るの等と保油保の受期扶限構るの備の定の用

騰籍窪0轍難腔嚢騨欝縫罐旨
Oの基額　 畏設二によき務額のに、置用る費い
○実準改
○態限定
円等度
をを額
一考に
六慮つ
　しい
○新て
○規’

通備九ようる者を状あ平にプこ等て
知設号り手旨もな認乏兄る均要ロと住は
は置r昭導のい定をこ一すパと宅、
廃費生和すにしす検と五るンさ維保
止の活四るつはべ討か’経ガれ持護
森雛鴛携櫨綿縫て離
るい法一Dは社でう被○、液い額準
もにに二　 ’会あえ保円例化るの別

’ム購コ　第あで模ス第

9窪彰艦麟獅
っあ至容設め生と設当

野鱗鶴醜艦のしで固しるふ衡て域
購たの定巧場さ等おの
入が配等・忍合わを1乳ほ
費っ管のめでし十　と
用て工経らあい分まん
1郵欝れ耀継劣　　　　る　　　　訊めン及台　　のし砥世ら口び所も　 もた備帯
れ’材等の　のうのが

校にににい0んか会に
にょ納おて五でら員伴
あり付いは四改教及つ
つがすて所年菩育びて
てたるは要度を扶P必
はい場特のに図助丁要
月とムに引おつとAな
螢認そ学上いてし会学
二め　級げてきて費級
○らあ費をもて一等費
○れつ等行’い般に’

るてをつ一る基つ児　くい肉小楼等の　　（円よ上一『⑥6る給㈲（六〇
と保た般と準い童学解たに学に　学局をるげモ　の基基暴○円
擁難響簿転轄韓鉱巽聾18鱗緯難礁
小準学年にあり従生活　（必○準一育等　20準も○お器のじ額に2　・生
学額校度つる込来徒動局要円の般活のの○額に円け費アてにおのその

第な’
6額中定準に 別

のを学が額伴基
3支校あにつ準の給四つよての
〔2）す○たり必創
）る○もが要　途円のたな設
　をのとい学
　ひ範し場級
　ら囲て合費

設基動特　⑥○に　　　　をるのの引つけ⑥れ場
）円つ都一費支㈲きいるのぞ合
　にい道七用給）上て布アれ九

引て府’の基
き’県○実準
上二知○態限
げQ事○等度
た　の円をこ○承に考に
蒐○認弓1慮つ
　Oにきしい

げ’団の引’
た災類のさ○
こ害’）．、ヒQ
と救被　げ0
0助服　た円
（法類　こを
ヌ苛1こ0）　 とブL
第よ支

鷹し額用こ個し的全別地　で基かのの校務　図や等準い的務　がの囲円
　てをにと別て性国基域なあ警灸負学差的しっ物のじるな教現で設肉
　計一つと的　格的準やおるに　担校や性かて価間てい経育行き定に中

上律いし需特のなと学’。
し1二て鷹要別強負し校こ
て認婆　の基い担て毎れ
差定　即測準も状位にら
しし職ち定額の況置相の
霧二肇ε総離縁羨
え般定れう定るれたあ費
な基にらこにこらがる等
い準よ学と当との’こに
取額り級をたな費学とつ
扱に特費要つど用級かい
い上別等してをが費らて
と乗基のなは考義等’は
しせ準費い’慮務の特’

よ一額教地格しきの接おわ費にのるがお学
つ般も育域のなて動的りゆに伴教こあい校
て基増活差強がい向経’るつつ育とつてに
対準大動のい曳る等費ま就いて扶とた　あ
応にしのあ経　とをにた学て必助しも学つ
でよて活る費学こ考つ’奨は要のたの級て
きりい発経で級ろ慮い通励’な一もと費は
るがる化費あ費でして学法文学般のし等月
こた状等でり等あても用に部用基でてと額
とい況にあ’はる所’品よ省品準あ支し四
と場に伴つしいD要必費るが費のる給てQ
し合あつてかわ　の要や給実等う　9す特○
たはるて’もゆ　改な学付施のち　る別円
も特こ父近’る　善需級額し直’　こ基の
の別と兄年学義　を要費にて接義　と準範

業付者策こ者業す況制会をしとるこ支墜食づ離咳　く菟し技（81　　せにの
安内に法れに悪る業度経みかしとと給業　き職　従解　葺能　 技 て用特

鞭羅魏難鰍穂鰹嚢叢議謄麟箪購鍵
のしれき置臨設置業らを近近扱特こ実当助練時職保　6る当策侍　こと額
指てる公の時定や分れ反年のわ別の額のの手措者護　の取を法費　ととは
示い技共内措聞’野て映の雇れ基額にう技当置臨者
にる能職容置題いにいし不用て準が相ち能等法時が
従Q修業になにわおるて況対きの’当技修を及措公
つ即得訓つど起ゆけ。”策た設一す能得受ぴ置共
て蔑手練いが因るる例新雇制と定般る修響給雇湾職
　　当をてそす二離えた用度こが基額得にし用業
公対と受塗れる百職嘆奮調のろあ準壼手つて対駐訓
縫駅雇諜縛特騰瓢謹登恥・魏練
業がのい用る離リに定対の状るもこすしはるに関を
訓職給る対。職漁対不策社況9のえるて’場基係受

7扱生等の。し’

　し得さ　　易正否
　を警　乙魏
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長に
会つ昭
議い和
及て五
びは十
三’四
月本年
の年度
全二の
国月医
生の療
活全扶
保国助
護民の
関生運
係主営
係管方
長課向

1医療扶助の

訥”il睦llIElllll［mllllllllIllIII”IIIIIIIIIIIIIIIIIIllIIIllIIIIIIIIIIIIIIIIIIII”IIIIIII開IIIIlllilIIIIIIIlllm”ll

齢昭楚讐翻騙翻㌦穣

に正年つ度療いりの占　医　て度は指
貿な度て全扶る世開め生療五全に次示
思実のき体助も帯始て活扶十被占のさ
k施医てかのの主状い保助四保めとれ
　を療いら適が又況免護費年護るおた
指確扶蒐み正全はを　費は度人医りと
導保助　てな体世み　約約の員療でこ
のすの　も運の帯る　九五国の扶あろ

灘響雛鶉ζ璽繧野で
を点に　て確・傷保　 百百算割割　あ
期かあ　重保八病護　八十額を合　る

あ　いあてい会にれとめで者　　　す
る指いるもる等つる協に、を医＿　る
カ1定難閥指とにいこ力楼被委療　・　必

離耀羅聴鱗韓蕪
歯鋸霧猫解講窪膿纂菟
科て有い力におあ療の診方楼機
とみてさ各協い免機本の式関もた　はれ都力て　関制機を指等
些も　＋て道をも医の惇会と定の

馨、骸饒雛警羅撫進

関団促な係行に定年著を四五　然率総
に体進が団政向の々し示。十特とに数
対等にる体機上促低くし八三にしつで
しと努こ等関し進下低て％年’ていは
て連めとの側たにす宝いに六歯低て増
楼携るか理の県つる　る比月科い祉加
　をと曳解強のい傾と璽べ現医状会し
医密と　と力例て向り　わ在療況保て
療にも機熱なに犠にわ社ず五機に険き
扶』咲会意働も　あけ会か五関あとて
助　　あ等きみ今る大保で・のる比い
関管地るがから回。都険あ三指。較る
係内域ご指けれ指医市とる％定　しも
の指のζ定ζる定療の比がと率　ての
改定医に促　よ率機指較増前は　みの
正医療指進医うが関定す加年’　る’
事療関定に療1モ大の率る傾度昭　と指
項機係のつ関　幅指はと向五和　依定

の修’を用の
技得被行対雇
能手保い策用
修当護’関状
得が者被係勢
費支が保の等
と給こ護技に
しされ者能か

れらの修ん　なさ付と新用て受練
るの自得が今いれのした対お講を
場法立手桑回こる調てな策緊日受
合令を当　のと場整位措法　数け
楼に図制こ改と合が置置とこにる
　基る度の正なは行づ曝同の応場
生づ見のよ唾つ雇わけ　様給じ合
業き地見う　て用鶴ら雇で付てに
扶技か直な現い対　れ用あの給お
助能らし雇在奄策こて対る考付け

法れお策。えさる
のら陵法ま友れ技
給の　に共　る能
付措こ対　内こ修
は置のしこ容と得
行がた特れ等と手
わ適め別らはな当
れ用給法の雇つは

沖置　例るてで’得共
縄渚雇示こ楼あ従手団
振　用的と　る箭当体
興駐対。を従qとに又
開留策包や来　1司準は
発軍法括めの　様ずそ
特関の的’よ　事るの
別籍票雇良麓撃
措職にし用制　 議にら
置者炭た対度　をつ支

等鉱漢策を　必い給　 も得たを∫
臨離　法個改要てさなの費もこ計
時職具等拶正とのれ蔓でののえ上
措者体Lににす取る　あ対とるす
置臨的と列当る扱技地蒐象しとる
湊時にし記たもい能方　とてきと
　措遷てすつのは修公　な取はと

るり　、も
制扱特に
度う別そ
のこ基の
範と準額
囲とのが
をし設一
拡’定般
大技が基
し能あ準
た修つ額

数伴の　くと四除19）　　こ臨際法
にう勤業解を○の　業と時協’

羅鮮難鍵縫叢
で等就控　菟率いが礎　　雇に業
算が労除　にて少控　用伴種
定異日の　oよ　な除　 保う離
しる数額　課る就いの　 険漁職
たこ等の　第取労者認　 法業者
額とに算　6扱実の定　な離臨
をかよ定　のい態業の　ど職時

し日に者　 こ、控　　 るる国

以
下

十

頁

つ
づ

く

て　定合定にのる数態　して
るこで等しr全との’今て’
たのきにた赫く認み収回行被
め結るつ額労なめに入のう保
野果こい婁日いらよの改こ護
菜　とて認数野れる状正と者
を単を　定一菜る機況はとの
栽に明そす○自場械等’な実
培自確のる日給食的か被つ際
し己に実こ以世　なら保ての
てのし態と内帯例認判護い勤
い日たにがL等え定断者る労
る常もあ適のに嘆がしの。状
場ののつ当密対　不て就　況
合鶴瓠惜繕就労筆
なに竪いり一収で労の　勘
どあ　認場算律入あ日実　案
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時休　　一
に日

縮受休
る等診旦
被のの
保福確夜
護祉保間
者事
の務
受所
診が
の閉
確庁
保し
にて
つ』、

等
に
お

け
る

が指者た地定対つ今がそり　い中つは
あ定にす域のしい後’の文国る’た
るが対役医病協てと依指部立
。促す割療院力指も然定省大
　進るのの所を定厚と促当学
　さ積重中在要が生し進局附
　れ極要に地請図省てにに属
　る的性おのしらとそ努対病
　よなにい都てれしのめし院
　う働かて道いるて指て協に
　協きん大府くよは定いカつ
　力かが学県漢う未率るをい
　をけみ附に　文指はと依て
　求等、属おこ部定低こ頼は
　めを病病いれ省のいろし’
　る通院院てら当病ので’従
　必じ関が豆未局院であ年来
　要て係果　指にに　る〃よ

　　　　るのも療及つ　あす等
　　　、国創講容機び㌧、なるるに
9二こ昭立意賢易関保てお。理つ
十と和大工会に等険は’　解い
一に五学夫の受の部’新
大よ十附等活け指局行規
学陵三属が唄る定と政に
二　年病必　こと連機開
ヨー三度院要4旨と｛井審者関設
三十にので定がせ調内さ
病四一指あのでて整部れ
院大ケ定る手き生を’た
が学所促
指五の進
定十指に
さ六定つ
れ病をい
て院行て

。続る活図特医
のよ保りに療
面う護’衛機
に、の保生関
お　名・　才旨　1験こ部　等

け種定医局に

をて
一周
層知
深徹
め底
てを
貰図
うる
こな
とど
が制
必度
要に
で対

医

療
扶
助

の

適慮す’おと
正　がる地け支
実必と域る
施要との被休
　でも医保日のあに師護夜
確るそ会者間
保　。の等の等
　　対関受の

鷺雛し曝齢騰ま
つ関確事た難者に’確所た
いに保務がいのお全保の’
て協を所つ状受い体さう特
特刀図閉て況診てのれち段
段をる庁、にはは四て約の
の要た時今あ十’分い半措
配請めに後る分休のる数置

。確日一も1よを
保夜にの概講
さ間梢とねじ
れ等当、思、被て
てにすわ保い
いおるれ護な
るけ福る者㌧、
とる祉がの福
は被事’受祉

蒐をの通約に　とくと証日既体がろのはい
　確証知半お昭を受を明夜存等医で確じて
　保明書数け和指診証書間のの療あ保めは
　す書等のる五示で明等等文協をるがと’
　るのの福陵十しきしのの書力受’図しこ
　措発活祉療三てるて発急のをけ即ら’れ
　置行用事扶年きよ医行迫活得るちれあま
　をに及務助五たう療に時用て場’るらで
　講よび所実月と受費よにに’合休よゆも
　じり被に施のこ診のり限よ保’日うる民

て’保お状福ろ体支被定り護地夜指機生
い被護い況祉で制出保し、決域間示会主
る保者ての事あをを護てあ定の等しを管
状護で’調務覧整す者使る通医にて逓部

況麓塁蠣饗鶏1潔離襲婁に受こ決は庁　るとるき’等係護と受議
あ診と定’時　こなこる休’団者こ診を

第1表　被保護人員、医療扶助人員の年次推移

指 数 （参考）

被保護実人員㈲ 保護率 医療扶助人員働
被保護実人員 医療扶助人員

医療扶助率
入院率

40年度 1，598，821人 16．3％ρ 616，286人 118．9 87．8 38．5％ 24．2％

45
L344，306 13．0 701，783 100．0 100．0 52．2 27．2

46 1，き25，218 12．6 722，801 98．6 103．0 54．5 27．5
47

1，349，000 12．7 758，868 100．3 108．1 56．3 27．1
48

1，345，549 12．4 7δ3，249 ユDO．ユ ユD8．8 56．7 26．1
49

1β12，339 11．9 755，572 97．6 107．7 57．6 25．8
50

三，349，230 12．1 785，084 100．4 111．9 58．2 25．1
51

1．358β16 12．0 7937458 101．0 113．7 58．4 24．7
52

1，393，128 12．2 818，654 工03．6 116．7 58．8 24．4

資料：厚生省報告例

第2表　指定医療機関の状況

医 科 歯 科

医療機関

総数（A）

生活保護

指定（B）

指定率
（B／A）

（参考）

社会保険

指疋率

医療機関

総数（C）

生活保護

指定（D）

指定率
（DIC）

（参考）

社会保険

指定率
年月 機「凋 機関 ％ ％ 機関 機関 ％ ％

48．6 80β92 62，435 77．7 94．6 32，029 18，860 58．9 98．1

50．6 82，668 63，584 76．9 94．上 33，097 18，497 55．9 98．1

51．6 83，497 64β72 77．1 93．2 33，949 18，684 55．0 98．4

52．6 84，128 65，210 77．5 93．2 34，736 19，043 54．8 98．2

53．6 85，105 66，453 78．1 92．9 35，963 19，895 55．3 98．4

資料；保護，裸調

　け関いこい
他らのてろて指
方れ指診では定
’た定療あ’医
先9
般

保
険
医
療
機
関
の
指
導
監
査

が報る従療
取酬が来機
消の’か関
さ不最らの
れ正近種適
る請一々正
と求部指な
い等の導医
うに医さ療
事よ療れの
例り機て実
が医関い施
見療にるに
受機おとつ

保　で十のつの
険こあ五推て強
医のる日進r化に通
対知
すは
る　、

指従

監保
査険
が医
不療
正機
請関
求及
又び

。保に保を
発つ険図
第い診る
四て療観
号L適点
）
（ 正か
が昭化ら
通和の’
知五た保
さ十め険
れ四〇）局
た年指長
と一導名
こ月監を
ろ二査も
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’料際
四の療
月給扶
一付助
日範運
か囲営
ウの要
適拡領
用大等
すそに
るのつ
こ他い
とのて
と改は
し正’
たを治
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i医療扶助運営

i要領等の改正
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様都す書衡制嘆r施及　二明の
式合るのに限　既術び施六細施柔＿
のが欄様かが現施報あ術号書術道
肇髄融罐箇難㌍翻覆様
豊て～お施こ付数求・講及式か師式
行い　い術と方」明マ求びのる及の
腰たそて券’針の細ッに二改施び改
　このは及まに記書サ当）正術あ正
柔と費rびたお載の1た　を券ん
道か用温施ーいが様ジっ　行及摩
整顔の捲術柔て要尊師て　つび・
輿　請法穀道は求にの　　た施マ
　今求料酬整施さお施柔　 。術ツ
あ同事L請復術れ　術道　（報サを　務に求師回てい券整　様酬1
摩請に対明の数いて及復　式請ジ
　求不応細施のたはび師　第求師

場がが行　し全と場合が　　　法削マ
倉な不わ輸た般と合等’輪二；　料除ツ
はく適れ血σのさなで受血　　L及サ
従な食るを（費れどあ血を“ム　欄び1

鴛讐羅肝監駕禦霧・郡
りたあのと間つた夜た供と材設整様
∬1榊つ費し答いカ1型めエllLし料を侮式
夜輸た用て問て検輪予ての行にの
型前Lたに供19も今査血定血給つかr
検力iめつ血）支回料が者夜付たか既
査行又い予　給こを行の検範　もる雄

翼盤購舞毒鱗舗鴛嚢
給かの血つ　こ夜きかが行拡 るr」でつ必夜い　と検るつ不つ大　Ω温欄
きた要型て　と査こた適た　　　竃の

的　医料圃査検者夜もて査にり二又る
にな療全輪料査でが上お’お示十はこ
医凝費般血ののあ不記聚梅いさ七歯と
師　 とのがみ費る適の　毒．てれ年科と
のこし費行で用被合肝血検はて厚医し
判のて用わはを保と機夜査供い生師て
断よ支にれ対請護さ能型等血る省のい
にう給つな応求者れ検が多予と告準た
ゆなでいかでさがる査適種定お示拠が
だ検きてつきれ供ケ等合の者り第す’
ね査る福たなた血1でし検に’百ぺr
らのこ祉場い場予ス供た査つ輸三き輸
れ実と票合こ合定が血場がい血十基血
て施と務のとは者多予合必てを八準に
い楼し所血か血に宝定で要肝行号L関
る　塊払液曳液か　者あと機う）（し
こ最　い検　型か受のっさ能場に昭医
と終　の査今検る血血てれ検合よ和師

に　に知る康活及　のに正化れは
対しなのこ保保びこでつなをてそ
すたる内と険護検のあいも図いの
るがも容とのの査通るてのるた疑
指つのはな診診に知O
導てと指つ療療つは
及’言導て方方い生
び生え’い針針て活
検活よ検る及及の保
査保う査こびびも護
に護。のと診診のの
あの　際か療療で医
た指　のら報報は嫌
つ定　一も酬酬な扶
て医　つ、のはい助
は療　のこ例国がの
、機　参のに民、指
こ関　 考通よ健生導

もに観わい
季旨と、転けが

導どかであ
盤まらある
査ら’るも
のず単がの
目’な’を
や不る保中
す当診険心
をな療診と
示診内療し
し療容のて
た内の適行
も容不正わ

ま的　な帯らの原　　　 の関の
か分し処の’約因医　 四医係趣
せ野か遇自疾四と療　　・療部旨

蘇続韓蔓講鑛盤1
うて灸れに期を護実な扶化接理
きは　る役回占を施処助にに解
らや医こ立復め開に遇受努連し
いや療とつをて始当の給め携’
がもとがよ図いすた確者る㌧竺

扶に術　切世か帯を　　　　関生

がをゆまいてスよあれ給針うに助
必行る共’福にりる免者がえ礒受
要い三　 よ祉つ行い　の樹で　給
で’者処り事いうはこ病立はま者
あ適連遇適務ズこ主れ状でじずに
蒐切け困切所はと治にのきめ’対
　な㌧、萸佳なとr属と医つ的るてそす
　処をな処し託なかい確も具のる
　遇軸ケ遇て医るらてなの体病適
　のと1をの制力1のははで的状切
　推しス行専度　意レ握あなをな
　進たにう門の問見セがりケ正処
　に組つ必的活題のプ第’1し遇
　努織い要な用の徴トー医スくを
　め的てが判等あ取のに療の把図
　るなはあ断をるな活要扶処握る
　こ塗い覧を通ケ蔓順求助遇した
　と討わ　行じ1に　さ受方ため

　　　　　　理てこ療対て
　　　　　　解指の機す行ま
　　　　　　　と矩た関るわた
　　　　　　　協医めと適れ’
　　　　　　　刀療’の切る医
　　　　　　　を機一連なこ療
　　　　　　求関般け処と侠

　　　　　　　るし通る定者通
　　　　　　　いじo医にじ
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　鰹
本監
年査
度方
の
主針
眼設
事定
項の
と考
しえ
て方は

第

組
織

るしつ社監
Qたて監査昭
　と各第方和
　こ都二針五
　ろ道十に十
　で府五つ四
　あ県号い年
　る知厚て度
　が事焦はに
　　省’お
　そ指社本け
　の定会年る
　概都局二生
　要市長月活
　を市通二保
　説長知十護
　明にを一指
　す示も日導

護とで様定者第別的
のにきでしに三処な
運とるあた対実遇運
営くだる。す施の営
ににけとこる体充管
必考しいれ適制実理
要慮ぽえら切ののの
なすっるのな確た推
基るてが喜処保め進
礎こ集、項遇、の、
的と中主はの第事第
事と的眼前確四実二
項しに事年保医は適
をて指項度の療握正
深’導のと四扶の実
く生す重ほつ助徹施
掘活る点ぼ壼受辱とり　f呆　こ　は　同　設　給　　　　｛固

厚
生
省
社
会
局
監
査
指
導
課

老昭
人和
医54
療年
費度
　　の

福生
祉活
手保
当護

指社
導会
監福
査祉
方＿
針社
　　会
　　福
　　祉

　　施

　　設

個患る困管　　　 つ併　 に請いか
別者た難内喉胃　いせま検求てら
砺にめでに頭「　ててた討の明’
善縫，魂霧吸顧惚嬉韓
よての吸物で引　来た注えたすの
りは継困が喉器　とが）支個る対
治’続難貯頭の　同’の給々こ象
療従をに留を給　様そ部すのとと
材来余お㌧摘付での倉るケはな
料よ儀ち　出　　あ基にこ1適る
のりないそし　　る本つとス当検
特厚くるのた　　。的いとにで査
別生さ危自患　　　なてなつなの
基大れ険力者　　　考のるいい範
準臣て性排等　　　え改。ての囲
をへいが泄の　　　方正　個でに
設のるあが気　　　にも　別’つ

者すつたr十定知○点たの定でまるこいも生九で事○かと退し
あす必のての活日き・円らこ院、
つ’要取一と保付る指を’ろ並吸
て前が扱のし護社こ定超当でび引
吸述あい改て法保と都え該あに器
引のるに正取に第とrlゴる治る社を
器よ
にう
よな
る症
処状
置を
を有
必し
要て
とい
する

。つを扱よ七し市場療P会給
い行うり十’長合材今復付
てっ費特五昭限で料回帰す
はた用別号和りあの’のる

　　。の基社四でつ価薯促こ
次
の
占

に

留
意

認準会十特て格務進と
定が局四別もが簡をに
瀦長隻鋸読驕
きさ通月を府’のて患
にれ知二設県○観き者

導等の徴特て　と用ある入可をる
がに期取別はしが方ると院能使が
十対間す藻’た必法。判よで用’
分し中る準主が要等ま断りあすそ
にて本と設治つで器たさ在りるの
行’入と定医てあ具’れ宅’こ症
わそ又ものよ’るの吸る療かと状
れのはに必り特
て使そ’要在別
い用の必性宅基
る方介要に治準
か法護につ療の
否等に応いの設
かにあじて妥定
確つたて意当に
認いる、兇ll生あ
すて家入書及た
る指族院をびっ

。取引場養つには
扱器合の’よ安
いのに方社つ定
に使認が会てし
習用めよ復在て
熟者らり帰宅お
檬螺郷駿
いそも的点療吸
るののでか養引
こ使であらが器

限域　必
度にそ要
のおのが
価け他あ
格る’る
に実吸。
よ態引
る価器
も格の
のを費
でも用
あとに
るにつ
　、㌧、

　必て
　要は
　最’
　小地
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行あにるとの麹的のそは員織ら婆　　　様つ扶て　　 ■　よ事項ら所す下
管るよだなたに統とのいのが款　福第でい助若主内指　り項と全のる嘆

間能は理当わにさ方なさのたての織説の対みび　のてはと所斉た要
管事上こな然れ全れ針いれとめ活業的明内すた着　主よ都しにに・因
理業のれどなな員所’カ1なしに動務な　は容る堕眼
者計主らがこけが長業　くて建がを運省は適　点
と画要の必とれ一を務さて構　な遷営　略前切なの
しのなう要とば体頂計吃は成先さ行管　す年な岐主

羅熱1馨羅饗雛馨曝1虜1
指のつ職で管Ω機組なにこなもばめ進　　ど保医つ
導進で員あ理こ有旨織もはと町哉糸巳なに　　　 同にヲ藁い

眼
事
項

着
眼
点
の

い道たつ、点そを
こ府。い検し摘
と県なてすて出
と（お着るf固で
し市、摩艮と々き
た）こ点いのる
　のれをう福よ
　実以共観祉う
　情外通点事設
　にの事か務定

県な設分でをそ所と提状指き　　て　監て容て更うずをべるた　　　し員
（膀定析あなれの当と分し’運①み以視そが事にぺ必一きこめ福な幹傷の
市さに緊す吃保該し哲示換営運た天さの事業そき要体方とに祉現部管
）しれも　ぺに護地てにす言方営い　れ進前計れ方で化向がは事状職　理
本かてと運き基の域必立もす針方。こて行に画を向あしを必’務認員　機
庁kいず営かづ実に要つのれは針　れ行状全が具が克合明要そ所識の　能
が　るく方のき施あでたでば福の　 らく況職策体運　理確でれのと実　の
示監か正針間当水るあ正あ全祉樹　のこが員定的営そ的にあが業運施　充
す査がしは題該準特蒐し陵力事立　こと計にさに方し活決聚組務営水　実
運結間い先意纂等異　い　を務　　とが画十れ実針て動定　織を方準　を
常果わ現ず識務を傾保現そ投所　　に必と分’現と’をすそと効針等　主

麟舗㌶酉麟魏㌶　罐綿麓≒勇覆魏矯驚讐

方道なつ現る面セ事動の　向く　述　い塑・とと起ので組向です　的　と
針府らて状の何　務向前現をベ　　ペ　てん内し　向先織くある　確　と

指活の嘆　なぽなは帯場母いのののく会るお必国
摘動は　つるすか関。合子て労建要に的とい要的先
内の握訪ぎの諸つ連高に世分働設因保経すてでなず
容実状間咲で要たす齢つ焚析事に倭護済れ当あ動’
或施況状　あ因のる者い　と情よ　の的ば該り向保
は画及曝保蒐にか社世て高観にる人増諸そ地’を護
自にび　護　つ管会帯い齢察変人口加事の域そ正の
主つ能収の　い　的のえ者が化口増が情要にのし動
的い力入爽　て保経動嘆世必が流な著と因特全く向
内て活認施　の護済き　帯要あ入のしのは異体はに
薫盛縢輩織難筥舞蓋脇強駿翻響3
検査状況に　検向事うの増ろのか二合はのがきてて
なの況’つ　討に情な一加うか’種でどかなとおい
ど指な稼い　が影にの般が。等地公いう’いのくえ
繰覇榔鐸籍力こ撃菅建罐謹欝逢交箆髪嘆
ど’業力え　と及が或世い’つ業宅そと社あにが全

いの運　 も実い施針を
0的営なの践’事と咀
　確方おが活或項し口爵
　な針’し動はをてす
　現の先ばと重網揚る
　藷甦賑顯募磐砦
　識の若み離置そいな
　に前干らしきのたく
　つ提述れたどたりそ
　いとぺるもこめ’の
　てなたののろ現、思ま
　述るのでとが状いま
　べ実であな定とつ事
　て施あ蒐つま合く務
　　水る　てら致ま所
　み準が　いなしまの
　た等’　るいな実方

もとっの当い向するに　　十画はど聚実計な設周のとそ具た方織　　なこ
箪はて中然てがるとr査査分のなお　践画窯定知手すし体め針活運②くに
視い　心管行み部さ管察察は進らりそさは践ささ順るて的のに動営事て問
さうrと理わら門れ理指指握行な進のれ計的れれが時難二具従の方葬は題
れま教な者れれがてL導導し状槍行たて画套たる定期業具体っ方針計なが
なで育るとる免若いr員員て況　しめはの計計こめ方計現的て向が画らあ
くもLこしL　干る教ののおをそてにじみ画画とら法画化活さが決のなる
てなrとても査なが育果管く常のいはめにとのがれ等はさ動ら決走策いの
はい援はのの察お’一す理必にたる当て意なみ必’にされ計に定さ定Q
馨力1聖韓講ぎ破諜瓢韓糠票麓嵩縫膿麓懲
な管活ま監陵はにう助機のあ㌧部監実をあでじあ内てそて事方れこ進
い理動で督　rな灸L能充克　職視践もるあめ蒐容具のは萎針嘆れ行
こ的のもがそ権つ　のと実　そ員さ活つの蒐て　が体実な計を　に管
と機必なそれ限て管機し　　のはれ動もで　実か全的施ら画実当よ理
を能要いのだにい理能て　　結事ながのはし施く職にをなと現然つ
十がな。仕け基るにが一　　果業く計でなか可し員活可いしすそて
分最こ従事にづ傾属あ般　　を計て画あくも能てに動能Qてるの組

か

等
が

正
し
く

さ

れ
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酸てが　な定現計分ののそ少らそので査題1皆免前　　着況続設管いだ　認
　　過つ間さ業画な計格しなみれがの察の　　年訪①眼L指定理難全し識
具計大ぎ題れ員にま画付て計てが多管指あ実し度間訪点と導と機い体かす
鯉釜礪確繕鄭癸曹難爆蛋歪魏耀響も犠瀦誰噂
訪おこ実蒐な問て画行機なな窒に即不にと状そ指に画て管す調うつは査と
問りろ施　い距もさで械計つ・槻曳＋よが況の摘つのと理る査灸て＋察が
活ので状　と能いれき的画て画業　分る見等内率い設り機ケ活　本分指必

欝睡霧麓斜講腸鶏璃筋葦騒欝態揚護雛睾
計にのつ　に基この否わるもつ可にこ調る全みく査そたつに進にはさのあ
画無当い　第ととがか被とのた能つろ査Qてるな結のもい力瀬”纏流
と理然て　一しで多の　訪が駿ないににこのとつ果進のてか1野r査て理
離がなみ　次てあ～検は問み　活て起対の面計てか行で璽る理訪察い機

舞瓢難蘇鞍乏鞭轟鳶発ぞ総鷲欝
業たし画　的設各な十そそ・過か’も餌’問段いと況　き状継のの云ま

さなに画象指い数すつそのかこ訪でに通でど　しを　のい果るのが活期員
ら実し生を向しをるいのかでの間き何的あの先てたこな結継のとみ実間の
信搬雑纏難毒鋼纏姦纏欝崖丈鱗器讐鷲講蕪
秘能てるし優等し点認に断な訪をを屋　こか実すせのみも導れでる不間に

霧錬琵徽櫨績欝麗齢麗差讐鋭環鎚欝魍筏
食間些がて位要こ理し体要1がす』共業めし能と当かるすに理りあ継スて
　計計必そを度の桜は的とス決る　　務に∫ながつ灸ので行麹多免続のな
翻鰐雛欝前藩㌶麓訪翻受軽舞現魏擬あ隷獄
のなはあ度ていか言己援個わ陶｛がににを地すのな’業蒐うてさ訪なの等’
現るじ陵を具もらの助々けを　必基何勘理る訪の次員　といれ聞　中とこ
業のめ　考体の事訪等ので優次要づ件案的こ問でのに　思れずが計途なの
貝でてこ慮的に実問をケあ先にでき程し事と計あ点訪　 わば’可画放つ結
のあ合のし訪重確可必1るさそあ総度て債が画菟に間　れよそ能が置て築
訪克理よて問点認能要ス婆せの免体訪　　 必数　 留計　 るりので過な
問　的う計対をな件とに　るな　の間月交要は　意画　もよ結あ少ど生長

e実’
調の適
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活実め実
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の
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　一第　←う’一
識に組導
とっ草食者哉監福

運い部的査祉
営て職な事
力の員運務
針的の営　所
等畑．実管に
へな施理対
の現水のす
反状準推る
映認等進指

　　　〔⇒　　9
　　イア　ウイア
1ウ）1イ）　切”訪と　’、’年

措　た訪訪問な事訪年間
置不訪め訪間問調つ実問問計
を在問の問展調査て確計計画
とが目検調的査活い認画画の
つ続的討査がは動るのはがf乍
てくをがに達おのか必実作成
い場達なあ成む実　 要施成と
る合すさたさむ施　度可さそ
かにるれっれね状　等能れの

は訪ててて謂況　を1生て妥
調問いのいI trr　考をい当
査調る事るど　　慮前る性
方査か前かお　　し提かの
法と　検　り　　たと　状
をな　言ナ　行　　言方し　況

かっ　’わ　問て
えて　特　れ　　1寺‘律

るいにて　期成
等る病い　及さ
適か状る　びれ
切はか訪てな　握　　問い
対　等　　回る
応　の　　 数か

　　　口　　　　　　（）　　　　　口　　日
エ　ウ　イア　　　　　 イ　　 ア　　ウ　　　　　 イア　 イ　ア

談’を’認”継　1ウ1　〔の　（ア）’かをか’訪が’　←）　eン）　〔イ）〔ア）、、運認’で、幹

に指指必し継継続を　は　認　訪　選っ現問講事ら　る　行　　事当営識当い保部
か導示要て続続指行訪握計し訪問　定総業計じ業し一か前可当運業福方し福る護職

螺罐雛灘噂灘躍牒ll、逡鷲辮鷺牌灘か総
いない導か壷を要て査必おる画に　も適作設ごの具検　で事嚢針1§務σ）る務　等現
るケる指　要要すいの要りかが対　の正成定い実体等　の業務を女所樹か所　の状
か1か示　すするる前な行　計す　と化すとる施的特　事計所反当の立　が　全認

ス　を　るるケか後指わ　画る　なをるそか状実殊　業画の映か現と　ど　体F 畿
に　行　ケケ1　に示れ　ど進　つ確訪の　況施な　実と地し　状そ　の　の状
っ　つ　I　lス　行がて　お行　て保問進　が要事　績な理た　にれ　程　動況

いてススの卑ない旦管いす言i行定領業をっ的事照に度き（
て　い　にを管　　さな　行理　るる画管　時等に　顕て廓業　ら基　の　及運

盤奮繊撰馨鴛擁礫畷傑3隻署情島罫羅鋸
方　者　るし況　内いの　てさ　つか実況　確成て　たか業と　営た　の　該針

針に指て
　対導い茎し指る
ケて示か
1　はの
スそ状
診の況
断実を
会施確

容るに　いれ　 きら施
等かっ　るて　内訪II∫

に　い　かい容間能
つ　て　’る　審時「’E

いそ定か査期を
ての期　し’前
の原的　て日提
報　 因　 に　　 い数と

告を確　る等k

認さは事務な方事実地等
されそ　業　量っ　劃業　施　域策
れての　計　等て　はの　水　の定

’い実画をい妥推準特の
必1る施と考る当進に徴背
要かをな慮かか状あを景
な可っし　 況るっ）
措能てた　　 かか
置ない実　　 をん
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かる汐）継み歳あ指決を孝な同特力も対等　　とのこぱ　よがをれくを例活

が騨総鍾欝麓暴蒲毅整魏篇諾勇袴糖蕊響
記そ間たる々ま行まるれは摘導にみ十実結続るつじ可よ　実す間必とい地
入の題指力1に桑なでケな霧がし問ら分施果指わてめ能を　践る調要桜実域
がた点導　し　い現1い察くた題れなにに導けそてなに　的と査の　態を
必めのを新て査’業スこ指り経あ菟指間よをでの進計し　合い必あそか単
要に引行任指察そ員にと導返過り　導題る要あ指行画て　理う要るのら位

論禦藤講編3騨論網瓢凝蒐灘票騎餐磯難
ろ導必要指示員過して菟分て録摘屡がり護ケ　徹可るら　方方のス内員て
蒐票要が導が2ほて些　行いもさ　ななの1　底能はれ　法で比をでが行
　にとあ員中交，，己継　継わるなれ前さが適ス　がなずた　で設較中訪訪わ

静特薄轡離醗さ螺墾雛霧驕籍碧黎膿駿
番盤編罎霧翻覧雛踏繰撰馨紹募縫塁峯齪

　時あたきがとで導解導ばうも’能いに認況　こるそれ　えとのそ高域事

要の重たる最は　こすのおの格こつ果の実前て時等長にの帯らの半
で聾要め部低自改とる聾く原性とい　とを半期gの至な等れ間に昭第
あ認性に分生己めが処認こ点のがて要し図か生で福時つかいた　か和一
蒐繍鷺擁隔搬圭笠鰍蟻董垂曇灘欝嘗糾鯉奉一　実識先付営のうて充視しち距ら応ケ点と看護つ策もま増るな護被年適
　にさずすみ原まは実さ徽・つれ軌1がが護の菟のあな大要わ階保代正
　確残保る得則でなのれ　んいる道ス指時ケ選　拡緊　桜看ち層護後実
　保護のなにもらみて少つてのにに向代1営こ充　こ　護高の人半施
　さそのがい基ななが　くてもでの対さのスにれが老の大階齢質員か と

　れの補建場づ～い璽要とのも　りすれ要に当ら目ム時き層・的がら個

備薯穿蝦繰騰譲藤警舞験鍔警縫
　こ受必蒐のの保ある1のにこ保しの　応処四に図身度を遅障変た十遇
　と給要　不み護奄よス適璽の護て充そえ遇十対ら障経占護害化力1年の
　が要性そ足で制　うに格点制のき実のるの年応れ福済め鼠者が　代推
　必件とのすは度　な対性を度適たに結も充代した祉成る帯世みこ後進

　第適　二
切医個
な療男1甘旨

処扶指定
遇助導医

の受療
確給機
保者関
にに
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格及　　ω
者び実　処
の査施　遇事
確察体　の実
保指制　推は
導の　進握
員確　　に
の保　 基

充’　づ
足現　　く
と業　 個

適員　 別

口
の

適事
格実
性は
の握
確に

く

保
護

　　　（＝1　　（→
　エウイア　ウイ　ア
　’か’’”医”十’医
入長　診診医保療精診分生顔
院期療療ll r護扶宇 I瞭理活扶
患入　内録’の助衛報解保助

省陵容鯵鍛生酬さ護に
E「　　か口己一蔓施給混、 猜れ制対
用長　ら戴畠｝機者’求て度す
品期　み及等関に結はいのる
費外　てび医へ対核適る主理
の米　 ’保蕨のす予正か旨解
取忠　医仔従協る防か　及の
扱者　療が盛力適法　　び状
がに　簗な者関切等　　医況

鼎鰍：醗縷餐
かる　見て分よ遇活　　助

嚢淵翻函
指　記かれ　の取　　す

導裁て状扱　る
が内い況が　事
適容る　適　務
切　墜　か　　・正　　取

か虫　　か　扱
　当　　　　が

日　1⇒　　e　　　　　日　　　 ⑭　　　　　
1－1

　保　 イ　アイア　 ウイア　イ　　ア　エ　　 ウイアウ
判特に査査実’かい’現’遇’独断職’も”生わ’　㈲　〔ア1’能れ’　〔ウXっ　〔ア）’が”稼’
殊殊支察察施現　場現業重は自居た歴養の取配別れ稼に　体　就力て収の　　検　収な収収動訪
勤勤障指指L業　合業員度適力老れ’育にり偶母て動ば就的病労活い入妥仕社討当入さ入入収問
瀦鎌離いミ員’身川、る生費つき者子い能握労に状で用る肉当事会し該申坤申欄

鰭灘暢増謝樽重あ澱逡轄繍欝激か難雅磯鄭纂喜騰
繍鰯翻燃脇幽ll羅灘醗搬況講鱒編婆警欝
は給態業格いが　た査員の　活体い歴め会いのお　にてささト態　　がし及の　金与　給給況ケ

＋状と瀦状士瞭の処に駅等力鰯鄭閥いせれ点のあて鯉水証曇与1

射羅1羅ll灘嚢1蓉羅llll翻嚢
　なの況て場　計法　か　る処を扶でさ仕り務　者　児　昧切　　勤　力の　比答　未定　に

いない合画定
かいなにが数
たい”等
めかそたを
適　のて満
正　体らた
実　　1樋　れし

施　がてて
の　適いい
賑　正るな

独遇指養、れ送き調　に　・　のか
居状導の配てりめ査　対　介　意
老況し可偶いがをの　し　護　見
入　て能者るな確状　て　等　無
にい性でかさ認況指のを
っ　る力婁あ　れし　　導　実　基

いかあつてて　が態と
てるたいい十はしの　と者なる　分十て
処　　判の　いか　　行　分　具

莫騒鴇糊諜
等　ら怯　収査　のに　さ
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な目る性　指る
さ数かを　示か
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のいな数れ数果　　度基あ認なも1充更おr的格しのたつ査りろ多題と
第勢’にたがを訪事同づつがら益ス実にけ能な性’訪酸て活’や1あ’こ
一　とはも少み間実様くて軽な々にと第る力もの第問　い動この　り残の
歩生指聞のなる調は重個　視い増対し三挾活の確二調本るがれ前こと念よ
は活摘題がくへ査握点別そさ0大すたに養用と認に査年と不は提の指なう
事保さは約訪　活のと処のれたするの要義のしLr活度い十更で間摘がな
実護れな二聞長動たし遇たてだる処で看務状ての事勤はつ分にあ題さら観
はのたい割頻期のめてのめはそで遇あ護調況r徹爽の第てでそるがれ保点
握適もがに度問実のと推本なのあのるケ査一稼底は確一もあの実生る護か
で正の訪及に訪麺訪り進年ら反ろ充漢1のr働の握保に過る前態ずケのら
あなが間ん間閥に問あL度な嘆う実　ス状生収なにLr言こ提はる1適監
緊実約目で題なつ調げにもい　しのとに況別入か基を裏でとと握のス格査
　施一的いあしい査たつrと受軽必く対L母のでづ特実はをしにはが性結
妻鯉穏鰭講舞誓罐雛馨蕪幕縫縦跨確騨懸韓
めたって問摘問査確免昨握とのて今護遇と管況具の眼たこ麹闘がとしにみ
にめてい回さ回結保　年にで確は後ケのしにL体適とめの語調あこて闇る

しにがるま　　　るす存るそたの認では　返らるか無く前で録いそはさは
てつあよた被①事こるの聞のももkあな訪ししよ否理rにあにるの単れ・
さい免うは保稼実と訪資題たのの　徽岡がてうかζ主慰①こ目にな集
たて　指所護働はが間料にめとなま　　は何い糧のレに状　rと的行けフ
の　こ導定者収握必ながつにしのた従何訪か胤慢翌つ面調週主がが凡れ赴
で昨のkのに入に要の集いはてかはつら間月　一酊て壕査一不必達ばば［酉
あ年被　期対の基でかめて事行等何てかそもこ　調い　等圓焦要せ良な的

1薙難翻蕪讐籍繰鰹穿総繍鰻誓瀟

効事のる提変　の　定目？えな理る何動る多の的就る就こ②通訪なな’が

縮盤膿諜魏既鉾鴇齢製1欝纏橘縄ぞ橘覆
個な　能　　なみ手信　指疑あではな定社分申有黎時水疋　が交指出よも
々こ稼刀こ②ららに頼申導義蒐も毎さの会検告無　閥準　つ検　示しるの
にと働をこ能なれ素関告すの　あ月れ比保討書等賞　の当ぎ討このなたと
具で能さで力遺る直係内るあまるのる率険が及を与給ほ該曳さのみいびは
体は力し能活　力1にを脊こるたの収べ関料なびあ尺蔑か地　れよともたな
的なのて力用　　伝気にとも勤で入き係はさ給ら　　個域収るうなのびつ
にい有て活の　こえに疑もの務’とでがいれ与か昇賃々の入べなつにのて
判が無あ用状　のるす聞必は日必パああうな証じ給金の業申き場てっ指い
断’にると況　よこるが要月がずラ陵るまく明め捜単受種告で倉いい導な
す特つ’い　　うとあ持で計明チレ　のでて書調　価給別のあにるてにい
るにい　　　　なをまたあ表確エル特でもはの査社’者の内ろはも口も’
霧勇課　藩罧畷．雲媛鵬奮絵妄魏騰馨瑞鍵1：セ
ゑ耀勇　郭灘郭鐸駿欝駿舗雍艶旨鷺群難関は　は　　つる点’　る中必る保検額0い’適勤の’で　るら形ず1コ
し連容　稼　　 て例をよ　よ告要も険討となて収用務勤給あ　指れ式’頭
いて易　働　　 はが相く　うにがの料が一お十入の日務与る　示ろ的提に

でりし継がにな通助携る貨しも能継つし指　め参に医理常をそけにのか事
あなて続事立いり長に諸奪ての力続の倉導ケな考か等分生整のでか岐・例
乾いも的務っも一をよ条　おにのし凹にLIけとかか析活備者あか路稼が
　場な指所ての遍図り件就くか活てにそがスれしるらしのしにるつに働多
即食お群と稼でのりはを労こか用いかの処検ばて專稼て状・か。て立能い
ちにかだし働あ指つ握職時とるをる指指遇討な事門働こ況そか従病たカ’
法はつ行てさろ導つ』麹は病指ケ導導方のら務的のれ等のるつ状さσ礫
第断被わ確せ先で指　安　勿状導1がは磐結な町見可らの者レてはれ活萱
二固保被定る　は導被定求論やすス放行に果、1と解否の資のセ　渥る用専
七た護　怯べこそす保所人’生るが置つ掲’　しを’情料過プ病のわを念
条る者必　きののる護等状当活に散さてげ往　て聴そ報を去ト状正け指を
に措が要そでよ解こ者関況該実際見れいら々　の取のをとの’確確で示指
よ置そなのあう決との係等地態しさ慢るれに　処』内提り病要認険あす導
るをの援線るなはが就機就域をてれ然も・し　遇　容供ま歴否のにるぺす
文示指助にと検期必労関労に常はるとの一て　方そ’しとや意たかがきぺ
書す導を沿の討待要意とをお時’。保の時r　針れ程てめそ見めか’なき
指ぺに提っ方のしで欲のめけはそ稼護’期就　をら度嘱’の書にる一のな
示き従供て針上得’の連ぐる握の働をいた労　定を等託整1三1等はわつかの

一17一



指

導

監

査

方

社

ム
慨

福

祉

に

1　　る

¶””””III”IllnI『1闘”””Ill田m【ll”””1”11111111111田1『lll””置

算施観　　一
額設す最
で全る近
李第裾社
三運五け　ム
百営十る　瓜
十費四社
二（年会福
億措度福
円選に祉祉
　費お施

錦脇施
盆菌難設
団の福を
体予祉概の

　　　　入
に五る分
の頁。を所
ぼ　ま含

纏劔措
謂媒置
を人な七老貝る千関
人も施八
及二設百係
び百数九
身十も十
体三約億
障万三円
害四万に
者干六連
関人干す

監帯会
査務福昭
実及祉和
施び施五
方福設十
針祉の四
が手入年
　当所度
本支措に
年給置お
二事’け
月務老る
二）入社
十に医会
二係療福
日る費祉
社指支（
監導給社

る眼さ第
こ点れ二
とにた八
とつが号
すい’厚
るて以生
。の下省
　留同社
　意通会
　事知局
馨鰭

　の眼知
　概事を
　要項も
　を及つ
　述びて
　ぺ着示

　てれはてて交貸あ内　護　　　もい事　受を
例不て夫いは　　る縁母母最　③のて務福給行
え十いのる別ま養交関子子近査生で’処祉要い
嘆分る所のれた育　係世世のの別あ一理事件所
　での在交た内費正の萱帯離状母盗つが務に定
暴あかを　夫縁等規解にが婚況子　の円所つの
力胤等追或は関のの消な増率　世　着滑にき手
的　々跡は現係約離　 つ加の　帯　眼にお再続
な　にす夫在者定婚夫たし上　等　と実い検き
夫　つるのどでが者の原て昇　に　し施て討を
か　いな行のあどに行因いを　お　てさこす経
ら　てど方よつうつ方にる一　け　検れのぺた
妻のの不うたない不は。因る討てよきう
子　調努明なもつて明死　と　扶　しいうでえ

羅解羅輪㍊姦霧唇籠篠
し　しさてい・の謝で婿　保　調　いつの　の

てのつる力しズ親に　る聚法　あ義識的れをて
注にてケもか　が伴しも　のいろ務がケる見い
意対保1しもそ生いかの扶保うう調減1ケ合る
をす護スなその活’登で養護ま獄査退ス1せ場
喚るのがいの父保そにあ義にで　がしはスる合
起扶補散まこ親持の最蒐務優も　軽て別等こ等
す養足見まとの義世近　調先な　視いにもと’
る義性さ保に生務帯の　査しく　さるしあも一
意務をれ護つ活をの被　はて扶　れかてる止時
味履再るのい実有未保　保行養　てら　がむ的
か行認の決て態し成護　護わ義　いと一’をに
らの識で定突がて熟母　決れ務　るい般こ得は
も必しあし込不いの子　定る者　傾う国のな扶
’要’る継ん詳る子世　のもの　向理民よい養
生性か。続だでにに帯　前の扶　は由のうと義
別にかしし調あも対の提養なで扶な判務母つるたて査り拘し増　とでは　い扶養例断調
子いもがい努’ら父加　なあ本　で養意外さ査

援し者　十内のカこ助しにと握でさ護で　　で世
護十にと分容な　はて建は桜個れケあ老事あ帯
サ分中く検をの或生い　極　々なiろ人実るの
1な心寝討正かは活るまめ実のくスう世は。扶
ビ処を　すし等他保のずて情保てにk帯握　養
ス遇お本るく　法護交当重に護は対　等に　義
のがい年こはそ他法　該要即世なすそは基　務
確なて度と握の施でそ被なし帯らるれ今づ　調
保さそはがす必策対の保こたのな処だ後く査
にれの独必る要の応必護と処個い遇けも個　を
つて人居要こと活で要世で遇別’のに益別　重
いい々老でとさ用きと帯あの的こ充老々処　点
てるのへあとれをるさが資充需の実人増遇　事
十交実　蒐そる図もれ何　実要よは世加の　項
分　態重　の二るのてをこををう更帯し推　と
な福を度　方1ぺ　い必の図十なに等て進　し配祉は障　法ズきなる要たる分意配要行　　た
慮的握害　をのもの援とめこは昧慮看く　　の

以
下

十
四
頁

つ
づ
く

　た務なのばつ件分七％務と　　　　　が
因め所くたなたでに％）所’監の現第　と
み強はとめら入あ行）かは法査確業＝　ら
曳力早ものなのりうへら五定結保員一れ
　な急現碁い数’たと五十数果　及　　て現指に業礎。がこめ増十二にか　び実　い
業導そ員的実物のに加三年対ら 査施る
員がの等要施理たはし年度し現　察体か
の必不が件体的め訪て度一て業　指制　着
充要足不で制にに問い一七不員　導の　眼
足で職足あのも礒調蒐八三足の　員確　す
状あ員し陵整確査○かし充の保ゑ況奄をて　備保法が事か所て足　充　　一
別　充いそはさ定不実所（い状　足　　と
に　足るの適れ数可は（一る況　と　　と
ケ　さ福た正なに欠握一五福を　適　　し
1せ祉め実け見のを五。祉み格　た
スる事少施れ合要十・一箏る者
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を税それてに務決活の入のしに設及人　あの充所近運能
い者れるい係処め時不所基て進運びのしる近実者年営のこ
ちでが社蒐る理ら聞足者盤い展営身襲か9代楼処に面細れ
じあ数会　事がれがを処で禽しの体亟し　化　遇おの分ら
るる多福ま項不た施は遇あ　た実障でな　　こ費け充化施
し国い祉荏に十軌設じのるそた態害あが
く民施施　つ分　側峻担指のめを者る曳
裏の設設時いで会の　い導具もみ更保
切社ののとてあ鈷都給手興体ある翫護社
る会ご不しのる　倉食て　例つ礁施会
も福く祥て指等経に時あ看とて　護罎福
の祉一事新摘施理よ間る護し多施施　祉
とに部件聞が設面つ等直婦てく設設老施
し対で僕等多運にて入接及　の整に入設
てすあ　でく営お一所処び施問備お福の
絶る鶴た報なのけ方者遇寮設題がけ祉う
対信　と道さ基る的の職母運を急る施ち
に頼納えされ本事に生員等営有速施設成

合うのる実や設
理し増施が入の
化た額設要所整
を課’職請者備
目題設員さ処拡
指に備のれ遇充
し応整大てのに
てえ備幅き専伴
い’等なて門い
る娩の増い焦’
も醍著員る笥施
の運し’が施設
で営い入、設機

る大会施とが係
　き福設比拡施1
　な祉数較充設
　伸へ及しさを
　びのびてれは
　を関利みはじ
　示心・用るじめ
　しと人とめ各
　て需貝’た種
　き要で運時社
　てを二営期会

い反倍費で福
る映強であ祉
としと巌勺る方紅
こて国十四設
ろ急民九十の・
で速の倍年獲
あに社’度備

営

の施職
基設員施
本運へ設
と営の運
な方周営
る針知方
重はの針
要言状’
なう況事
もま
ので
でも
あな
りく
’施
そ設
の運

鋤るで責て営設ててら能理たた

業
計
画
の

定
及
び

指勲い的名ワ長骸確執関置運
導適てな目ンが化に行と経営
す切婆権のマ施しさ機’営を
るな　限みン設有れ関施者推
必難そがで讐長麹なと設を進
要襲穣施鞍観線膿
が発れさ設の務能ばの営とい
あ揮のれ運施ししな機管しく

　　　　　　　　　　　　　｛11一　　　をにわ指　よを監許き任い管’いいな分者’め適の　　　 第　次おた定以う喚査さ
る分な讐施灸な橋担でいに正機施施　　一　のける都上指起時札
雛鎌馨、、瞬鰭勝鯵蝿の　携齢欝桜禁
鍵嚢輪雛鰭馨欝篶雛奪雛雛
を有つ質もr事形明の機設理況す礎　 祉　たの景指生が営あな

る条　 施

設件　 設

置の　運
者整　営
と備
施　　の
設　　適
長　　正
と　　化

と主と導省あのらい
こ眼し監及る適ゆ。』
ろ事て査び
で項’結各
あ及五果都
るび十の道
9着四各府
　眼年般県
　点度に・

。正るし
化角た
に度が
つかつ
とらて
め注指
る意導

間猶何のる図施比の員及
聾予を財職る設は職のび
設さ問政員ぺにも員充職
のれわ問のきはと基足員
模るず題不でそよ準がの
範ぺ”足あのり数肝勤
的き公定がる充’と要務
立も立貝目Q足直当で条
場の施削立とに接該あ件

で設減つ～つ処旗ゑの　（41るをい期取計　（ωさ員のな年針れ見が的なし策
はの方庚にい遇設　改入　こもる的　画借　れに分蔓間にば等もなけて定
なみ針　公て職職施善所職とつか展法等入財てど糧　指もながりもれいに
～に等地立慧員員設の者員がてが望人が金政いの　蕃針りら十このぱるあ
　その方施導の総別た処のあ施間にの対に基るよ方業とこな分までな客た
むの理公設の不数・め遇充つ設題た事象対盤かう法計しまいにれなら観っ
し充由共に徹足と規にの足て整とつ業とすのがに等爾てれ噂＼な的て
ろ足の団お底すの模は充状は値なた　なる状問しがを定たま璽か　い事は
民が如体けをる対別職実況な　る償寄る法況題て明推め各た反っ実D実、

ら設’還附が人
な備い計金、の
い資や画の返財
。金しカ｛一犬7斉政

　にく樹況財状
輪蝉源沢

　さ置れらの償
　れ費て長対還

と周ら進ら唱芋、映各耳こしを常『
な知かすれ項事さ部可か背に
蒐齢織力購矧胤鶯
　さ陵め要運画も担具象し施
楓慧穏鍛舗白普撃

　理員職菟動営なの内観の当
　解全員　の方け意容念で面

理人給な一のる明処いめ　　19二取にれ格推きのれ設
職の格鬼体み。確遇るるr運　　得はて要進て業た運入況
手判付　とでrで及漢と管用管勤を資い件すい務責営所
肖断基さなな給　び　こ理状理務指鏡る硬るると務の者
　に準らつく与実入職ろ規況規条導認と　必このは最処
職よがにて’規態所務に程
務りな運整給程に者分よL
手決く用備与L則の担りは
纂定’．Lさ妻にし遵’整各
等さそのれ　つて守責備施
がれの問て初いい規任す設
支て格題い任てる律とるご
糸合㌔、f寸とな給はカ・等権こと
規るがしけ格、がそ匹艮とに
程も施てれ付規問の’と法
のの設、ば基程題内入な令
な、長初な準本と容所つの
い管個任らが文なが者て定

雑繕ぢ鰐講護遅
給確必習で設あらです任職
与立要会あごる　’はま者員
規
程
の
整
備

及
び
そ

の

が等りと。そ対すで管
あの、にまの応重あ理
る受無最た専が要る、
。講資低’任困性施公
　に格基施化難を設費
　よの準設をと加長執
　る施に長強なえに行
　資設示の力つ’課等
　格長さ資1こてf駐さ方色

㈲対越画まをに
　象え性た払あ
施とても’拭る
設な職な反すこ
長蒐員く面べと
の

職
務
專

及
び

資
格
保
有
の
状

を　”くを酉己　酉己　長　ぢ虫　 自

歳置期力覚
し基的なし
て準展指’
い数望導か
るをかがカ・
施いら必る
設ちの要遺
もじ財で憾
指る政あな
導し的る状
のく計。態
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た緒　111三する締与と三いい勤がもな協の面働第監定働主　　（21運れ勤ま
峻的入　　べr結かQ六鍛な務噂た宝定届に〇三督め条楼常守　用る勉ま
　に所個入き宿L身さ協笠い時にら　咲出よわ土署た佳　時の就のこ手支
舞鴛搬麗灘籍講聾麓蕪垂繋醸藻欝難艘鷺
ししが計遇。務法を法効し容届有での処とのエよの規’準上

羅雛鞭筆鞍蝦雛鍵整晶鰐矯篶
心を機定　　L則場四通ば手がでしに本就労一間あ作律十者
両可能状　　に第合条常な続爽なたもで業働に外り成等九を
面能を況　　つ二のに一らを態くが大あ規萎関及’し一条雇

　が’給て
三指給基い
六導与準る
協の規がも
定対程なの
等象のい及
労と明もび
働な確の期
基る化等末
準’とが手
法　そみ当
遵　のら’

入はよ　⑥定る中図費ン生入所を生勤問題嗜でがあ　（21す開活設証のな指
所・り最　をこ心るにト活所者生活務にに好あ最る入　る催日定す処い導
者書お低お重ととべおと慣者のず慣時つさ調るもだ所食必状課状る遇こに
評灘舗藷郭題骸繁重響携貸じ鍵欝舞釈騒晶
接堕交上交に懇給調入。比活がう社の噸蹴た事’と悶あを心入た設言な
す取換の橡指識食理所す較時無な会み　以立が項入つ等蒐ケ身所つ定う配
る調　入　導し体職者でし間視早通にとで及つの所て生　1の者てのま慮
等査入浴入す’制貝のにてのさい念着くあびて一者食活　ス状のは妥でが
にの浴回浴る適のの給五問設れ時上目にる衛給っ処事時　記態自・当もな
よみ介数介必切整労食十題定て間のし夕。生食で遇は間　録’主施性なさ
りで助等助要な備働時二がカ1いが常て食な管にあの最の　等処性設’、1れ
保な等の等が給が条間年な　な設識　時か理閾るう大設　を遇をの合　な
健～に適介あ食図件等度い一い定か一間て墾こちの定通計尊盤入け

鍬驚1灘解搬1雛難1嚢鎌1噛1覇1舞

いがの基不両ろ定おに少お　㈲積たれ法が宿と変び施特が緊護　（崖）て果の
てみ決準明をでをい支等い最　極標らに確直な則重設別設　の入　いに配
のら定が確みあ図て障にて近事的準のも保でつ二度に養定施重所交る配慮
指れ’ななる蒐るはをよへの業な勤旋抵さ対て交身つ護さ設要者替か慮’
導る支文面菟　た受来快　経収指務設触れ応い替体い老れ目性処劃をヒ各
がの払　が　一め注た　受済入導体にして㌧菟制障て入て斡に遇勤は　種
望でい施み授方の開し入注状及が制つてい　　L害はホいにかに務握需設
ま’が設ら産’指賀て所量勢び必へいいな夜しを者ヨ1る適んつ体し要備

賃い意やのに艮大五滑授てい
支るに工経対さ等十な産授の
払等よ賃理すれ経四事科産状
等のるの状るた當年業目葬況
に実工配況処との度活の設
つ態賃分に遇こ安に動減に

o移置みらる状整施’体あ務のと状き処者
行目らず十を備設救墜免体増～況で遇の
魏舗鴛若隼藷喜即製員覆繍鍾
よ応。基処とこ二設療ち標を間　 0わ的
うじこ準遇’と直及護’準図介　　れ効

要にをみ仕処てら　あ旨琳のかる施い会れて各管　（21て望成なに　　111四
が則強ら終理い発ま克が例拡らも設る。た’費理施　い等の審決藥と
あつ化れ　のる足た　正が大支の会と児四施目費設経るが過議算眠の予経
胤たしる小不がし’　し多解出’計こ童十設の’に理か反程がに運連算理
　会’の口慣’た経　くく釈さ職でろ家九運支票お事が映に行関営け’事
　計新で現れ移新理　理み等れ員施で庭年営出業け務問さおわしにい決務
　処会’金等行会琳　解らにて宿設あ両五の対費る処題れいれ’係状算の
　理計このか後計務　されよい舎の菟局月弾象の措理とるてて法る況に適
　の方れ取ら問方処　れるりるの原　長二力経各置のなよ施い人当　関正
　定式ら扱’も式理　るのそも光価そ通十化費費費状るう設る理初　す化
　着rのい勘なには　 よでのの熱償の知九をの目の況0な関か事及　る
　化経点等定いよ’　う ’執な水却実に目図制の運　　組係’会び　理
　を理にに科こる五　指当行ど料が態よ社る限流用　　織者まに補　事
　促規対種目とこ十　導該に’が行を11施たを用は　　体のたお正　機
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て策払るの織練樹策
いにうか入等の立の
るつ必ら所と爽判犬確
とい要’者の施況立
こてが不の連状
ろ関あ断人け況
で係陵か命い
も方　 らを状
あ面ま防あ況
蒐かな災づ
　ら　にか

注しはつ　（31〔2111伍強裂況がい’こ設力湛　14）立整た』1い咳こ止担　〔3｝
意ば綱て施　　くを必にをのに　入に合峻てると等当経がし心い設地各消災望そみ要遺図場そ実本所遣つ性　ま当施巨はの者理内
喚ばのるで域種跡害まのるで漏久負の態来者留いを内夷然設額一たと禦部
起防注のは防防計防れ取ζあの　　処は措の金てチ部　確会の般めを務け
さ災意で多災災画止克扱　奄な遺借分生置死品指エ経会立計公常の明処ん
れ対をあく組訓の対　い遺　い留置を前の亡の導ッ理計さに費態内確理制

に留とよ金の委の実に取がク監事れおで化部に組制
は金くう品実ね預施伴扱必す査務ていあさけ区織度
慎品咲取の施てり機う状要るを処いてるれん別キの
重も　扱相機い金関遺況でた適理なも措て制し　確
を多最い続関る等の留　あめ宜のけ不置い組’命立
期額近に人と場の業金　蒐の実適れ可費る織過令状
すとのつへ十合関務品　　シ施正ば欠をとを誤権況
聾盤鞭蛎での　季糟な膿灘鑓
とてい指き連いらあ処　　ムそ図らのっです故婁
がお状導渡け。施る分　　確のるなとてある防務

　　　　あ遺で分との義死なそ実のにす実　⑥121　（11　　　必消に防施し
選箋蠣護蘇鼎麗雛疑購嚢遺措嚢要藝鞭酵齢

社上県　 意連る。分施留Ω確入措各で置者分定　握正務　 備訓域防不会の・
福留指
祉意定
嚢事都
等項市
に　　の
対　指
す　 導

くk犠をべがの’務つの具。施見
指　　凡て取処施処い発　こ機と
導諸最ズ施扱分設理て見関の関’
が手終　設う些入がの個係たとそ
必続確そまぺ　所行指別団めしの
要等認のかき第者わ警的体必て個
でにま処せも一がれ　な等要果別

すけ場やを機金まな所置相あのの状と
ぺい合むす関品た事に者談る実発況措

置
決
定
状
況

並化所
びのに
に推お
嚢進け
入　 る

所　収
の　 容

指　 措

等練の計測
をの防画の
行実災の事
う施組樹態
よ’織立に
う定体’備
指期と所え
導的緊轄て
がな密消

蒐爽核に経得なとに握一順年足担き
　施を所理審いしお導友謬目し相る老
五がな斑事糞9『い監　にをた当よ人
歯署董讐毯連あ各て藷星霧型業響良葱老
年さ要は関名主般受果省し’医公す要度れ事本す簿なに給か及てそ療費ると人
にて項制る等るわ資らびきの費でたす
おきと度も医もた格み各て実支負める医
いてしのの療のるにる都い施給担’医

邸て齢欝酵稽蹴蘇鍵療
こ圭芝幕募秀爆震趨あ暑毫茎峡製綾窮費
鷲ろあ盗塞馨舞奮撃霧麗蓋鵠毒も召箋支

寵暫特鵠警忠鑑維膜諮給
　　　　　　　　　　　　　　　　事
等いの可得が酸定は　〔11一　　　び題
　て時能は多後握受　　第着点務関掌期な地く譲にに給譲所　 ＿眼等

とる　る税るの字尋　資の適　 匪…た

有譲国の合とはのと格は正　 療と次
機渡民で帳こ握再く審握化　費この
的所健　のろも審に査状　　　支ろと
な得康地みでれ査地の況　　給でお

諜纒講響　潔孟
の度正認譲る分更所　の事もすに決が渡指な正得　 指項とるお定不所摘た決の　　　 導　 及

13｝しのの管害〔21実施対〔9意る
　た施調が者　施すす　し指
社指設整区更保するる福効導
会導に部々生護蒐こ指祉果監
福方も門に援施　と導事的査
祉針共をわ護設　 と監務なに
法の通設た施’
人もしける設老
がとたて場の人
設に事調合指福
置監項整に導祉
経査にをは監施
」営をつと、査設
す実いり部に及
る施て’（あび
施すはい局た身
設免統づ）る体
の　一れ内所障

し査所実あ
’はな施た
必’らにつ
要原び努て
亭二　貝リ　r二　め　は

応と社る’
じし会必次
特て福要の
別年祉が諸
監一鞭あ恵
査圃設るに
を実に9留

査の着の面介に1萄行都実導指
項施眼適接助と　う市効と導
目設点否す等ど施法にを併監
を等にをるのま設人ああ行査
追につ検等状ら指監つげしに
加おい証の況丈導査てるてあ
設けてす監に　監とはよ実た
定るは菟査つ給査併、う施つ
し間前　手い食は行で配すて
て題記な法て”しき慮るは
差志事蔓を’お単てるすな’
しに項　 用職むに実限るど法
支応の主稜興つ書施り。’人
え蔓ほ眼　　交画す都な才旨に
な　な事処入選検ゑ道陵導対
陰適　項遇所　討　府　監す
　宜個及内者入の　県指査る
　監々び容と浴み　の定の指
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診保成め内
療険塑’訳審の
報に度丁「∫書査点医医
酬係分町で支検療療【男　　る　　カ｛　与寸　あ　　払　斗犬　藍菱　費

緬分混等る機況請請
書楼入が連関
のし単名か
審岡て独簿ら
査民いでの送
に健る行審付
委康もう査さ
ね保の老がれ
て険’人不る
い主国医十受
　管民療分給
る課健費な者
たの康助た別

〔1）二蒐慎でを該控項菟びで省
　　　重　生市除が　受い力近

求求
受書
給審
者査
別の
一徹

表

名
簿

行タ　受グるよ成制る村機
わ1そ給ラ疋る箸度たに1二
れのの資ム　墨ににめおよ
る入影格に例務活お電いる
よ力響審誤え処用い算て所
う問は査りば理さて機事得
指題甚のが所はれもの務審
導も大大あ得可て所導の査

齢縦罐駆瓢瓢ま竺る過　ののて査進輿況
れ　の誤当諸威い及ん

　　　　　　　　　　㈲る比が外らてに　12｝よに
　　　　　　　　　　　必較あの実いあ所　う’
な個ず町額発電給る化年電要的る生費るた得諸な組
処魍る村の揮算婁カミ等’fが多等命控も陵審控体織
雌アな分プさ機証　を市計あく　保除璽　套除制的
が1蕉のロれに作木図町算査み諸険し　本に額をに

ら控料て反入おの整的
れ除をい酉所い適備確
るの控る　得て用すな
の基除も扶か社状る事
で本適の養ら会況指務
　的用’義一保
注なしま務定険
意適てた者額控
を用い控のを除
喚誤る除所控の
起りも対得除適
すがの象かし用

導処
が理
望が
ま行
れわ
るれ
　る

（1嘘あ　　　意る績kる助　〔2噂を発にまお異制都　ω三れすい給酸
　にた都　第すのと　た成予　が蜜見お熱・な度道国変　るるる資
指努つ道　 二　るでしま朔事算簸必にしい　てると府の　地経よ適も格所
翌めて府の　禁　てた　業差業要㌧たて連の蔓県制混方理う正のの得
舘曙留都芸繕麟鍛蕎諾市轟躍秘謹雑麟簿礫
灘1灘簾繊離箏羅鑑辱講羅羅雛縛垂
rげるにに
町
村
に

つ
』、

て

実
施

。留対
意す
しる
効指

な益
実に

の
指
導
監
査
実
施
上

にい算分れ制の
ある誤をず度審
た場り誤に分査
つ合のつ経と
てがまた理市
は敬ままさE町
十見耶まれ村
分さ業処て単
注れ実理い独

整審独金さ理容行給況独化が医るがし
が査事給れは’うす
行支業付る予費老る
わ払と等ぺ算用人老
れ機ののき差の医人
る関混審で引負療薩
よと入査あ簿担費療
う連等結る等者助費
指絡を果。にが成と

事　必療の審、
業　要費で査老
と　での’も人
の　あ支これ医
　　る出れと療経
　　　がらな費理　　行につの
区　　わ対て受

る手埋　 111一
も当は実
の事、施福関

講識罐査
る扱実に当規
力1紅1施お事程
　則要け務の
こL一領ゑ取整
オ亀1こと芋爵ゴ及備

がもも祉細状
米とい乎則況
整づう当等
備いべ支の
でてき給整
あ行r專備
るわ福務状
場れ祉処況

そ育い確りるる行基
の乎て認話と。
ま帳障し声’各れに、監聴障
まA置て域鰹実な係程覚害
言忍所福いで兄施ける度障程
定持祉なあ障機れ問の害度
し者年もる害関ば題認等認
てを金い各にになで定の定
いそ一も周おおらあは診の
るの級璽波いけな裂対断適
も聖受　数てるい　象書正
0～興給精に達認璽慎者に化
　の者神お　定要重のよ
そみも薄け診のなか受る
のをし弱る断状悪ドつ給言忍
他もく者聴番況項的資定
視つはに力にをで確格状
ヵて療つをよみあにの況

　　着背おに程ζびの各た祉担　　　

笙懸製瀦鎌離鍾腔
福絵耀難鵠髪欝輩福
祉碧柔后警慈馨男免髪碧製垂薩祉
手　と次られ，じ務才旨しりがは護害
当こののて輪処導か制”措者手
支　ろと監い　理監し度地す 晋の

馨鶏藩纏籍就建講当
誇糠器轄鯵察証碧支
指　鑑鯉融馨嬰騰讐給
導　　及点度問塵す省着係過た的
監　びのに題害る及化者し福負事

　　　　　　　　　　　　　　　務
　　　〔1）二すも要の府備て営意合
わ纏　鰭驕鵜顯1継関
　　　　　弩余筆凋二蒙舅隼襲墨係

の’務し必未きるな
で未分く要整なこ窮
、整掌はで備いと務
併備規市あ実結に処
せ　程町る施果な理
て内及ホ寸。注幾とるが
強容び長ま関な等担
備不専かたにる適当
の適決ら制は。正者
指切規事度速しなに
導な程務上かた制よ
をもも委都なが度り
要の必任道整つ運任

い究つ（21応町場す
て明い　 じ村合る
指して指てにはこ
導ーの導特つ、と
す具指監別い毎を
る体摘査監て年原
o的には査実度則
　なと’を施少と
　是ど単実すなす
　iEまに方紅るくる
　　ら群すことが
　改ず務るとも’

薔、処oと可三こ
のそ理　し数れ
方のの　 ’以が
策原適　必上困
に因否　要の難
つをに　に市な

設けは　 よ土直〔3）

定る’なう方
し1踊前おヨ旨不見r斤

て題記’導更得
差点事主す正状
しに項師艮る決況
支応の事
えじほ項
な’か及
い適’び
も宜個着
の監々眼
と査の点
し項市に
た目町
　を村つ
　追にい
　加おて

o定の後審
の査
所に
得あ
のた
再つ
確て
認は
を　’

行特
うに
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12〉ω三る定期事続到ゆ
　　　。手認例が来る将
諸所所
控得得
除の審
額は査
の握の
適状適
用況正
状　化
況

　　　　　　　（3）望さ倭のじるお断　　12）強も機で主でにたく障
　　　　　　　　ま竺　設嘱こけを障の　化そ関あとあよが事害
続定が行し有来有れ　判置託とる要害状嘱がのだるしるるつ例肢
ものかわて期再期る的定を医が専す程況託必認けこて。障てが体
れ者なれい認認認
のにりなる定定定
な係多いにのをの
いるくまも者要取
よ名みまかにす扱
う簿ら継かつるレ・
指等れ続わいとの
導をる認らて診状
す整こ定ず’断況
る備とさ’そさ
必しかれ再のれ
要’らて認時た
が再’い定期い
あ認有る手がわ

。確困みの必門る度

雛瑠鵠櫨
定笹なをな断に定
が例い指るがつに
行を実導9でいあ
わ積施すこきてた
れ極機るのるはり

　る臼勺関ほた体、、
　よにに交め制実医
繕お、属蕪編
導協い託に保関な
が議て医応すに判

医要定でとヨ旨ま霜‘こ多者く
のでになか導た程のく自
判あ格くら監’度よみ由
定る差’し査障のうら等
及。の他てに害確なれに
び生の’お程認事る受
都　 じ実当い度の例と給道　　　　な　方紅　言亥　て　1二　玄寸　は　こ　資

府　い機監み関象当ろ格
県　よ闘査らすと然での
本　うに対れるな診あ適
庁　 寸旨つ象る1既る断るi三
1働　 導㌧、笑も1趣1も書Qを
議　のて施のはの等し欠

機項県

　　　　がの害のへ体抵こ勲灸　㈲〔L）四必等しあ吃が穫決登下要係得後
都　 第 な関福周ル障にとに　本　　　要もてた咲行　定」町で課等の屠
道　 二い連祉知パ害よがお実制制対対が多い聚　わ協後と昼あ等の再程
府の　か制年徹1者る重い施度度象象あくる　所れ力のかに蒐とは審審
樋都酵欝簾競覇鄭賄欝鎚撲籔鷺礪・鐙難
蓋鰭歎驚総驚器藍賭墾隷喜離募綴惚纏3
関
に

対
す
る

指
導
監
査

　るて別必団弱と 。趣内義況状徹
の必’児要体者よこ旨住を　況底
指要対童が等両久のが尋と
導が象扶あの1目　た＋につ
監あ者養蒐協談民め分対て
　るの手　力員生に伝すい査　は当まを・委は達るる
実　 握制た得ホ員’さ広こ施　　も度、一て1　、広れ芋艮と

上れ等障そム身報る活か

の会外お導に確のの郡連みてて
曝暇葛燐雛辮纏建
注料命諸坐円に及等祉にるい地
意控保控要滑っびを謬よのた方
を除険除がない地依務るで酸税
鞍㌶鱗議難糞灘義
るり除にさ樫連生い管必関所定

にのの適の菜の　き二適喚（
よ就業用を自爽こる○用　 十

つ労種で農給施のこ髪す一頁
ての別き業分要取と　る○算爽基る収を領扱を＿こ日々
定態礎よ入自のい明○と以り
しに控うと糸含改にら彫な内つ
たよ除にし額正つか等宝のづ
額つのすてとにいに実　率 く

婁て認る認しおてし態そ（
認は定と定ていはたにの‘四
定四にとし認て’も即実○
で○あも　、定、月召のし態彩
き％たに勤しそ和でたに）
る以つ’労てれ四あ適応を
も下頂こ控いま五免用じ一
のの　れ除たで年　がて律
で率そらがも野度　 で、に

加お犠　いに〔3）て究つ12泌のな施11侠に
設け　なよお　指明い　要爽場す　施あ
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